
⑳ぉや圭
地区広報

子育て講座

山田町　竹内み　ど　り

楽しかった人形劇
〟わぁ-､こんなにたくさん小さい子か

いるんだ/″という印象で始まった､地区市民センターの｢子育て講座｣
同じような子育ての苦労や悩み､楽しみ

を持った人たちとの出会いガ､自分自身の大きな糧となったような気ガします｡
最終回の催しとして､みんなで観た人形

劇では､子どもたちが黒いカーテンの中に繰り広げられる人形の動きにすっかり夢中になってしまいました｡

キラキラした瞳の子どもたちと一緒に､
親も楽しいひとときを過ごすことかできました｡

編集発行小山田地区社会福祉協議会文化広報部
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身近なところから環境問題を---

家庭ごみと取り<む皆さんからの意見です

町ぐるみで

分別収集に取り組んで鹿間町自治会副会長

ごみの分別は分けるのに手
間がかかり､めんどうだという理由で'一般ごみの中へ空かんやビンをごっちゃにしたり､収集以外の日に平気で出す｡今まで心ない少数の人の行いが鹿間町全体のモラルを低下させていました｡

収集作業所からは､｢このよ

うな状態では｣と苦情が再三あり'一部収集されませんでしたo　これらは盛夏になると臭気やハエがひど- '集積場の近-の家は一日中雨戸を締めたままでしたC

自治会では'深刻なことと

重視し'ごみ問題に立ちあがりました｡

町民にごみの認識や士気の
高揚をはかり〟家庭から正しい知識を持つことの大切さを訴えよう｡自分たちに出来ることから始めよう｡町民総ぐるみで取り組もう｡〟などを組長会で申し合わせました｡

きっそ-組長と役員十七人

で組織する｢鹿間町美化実行委員会｣を発足させたのか八月､指定日以外は持込まないよう'集積場の入口によろい戸式門扉も作りました.

萩　　伸　元
九月1ぱいを宣伝月とし､

パンフレッ-などを全世帯に配布､組長が各戸を訪問し口頭で協力を求めました｡

また市の生活環境課や市民
センターから来てもらって'映画会や正しいごみの出し方'ごみ相談など'環境問題を話し合いました｡

｢どうして分別が必要か｣

｢私一人ぐらいなら｣　｢この程度なら｣　｢自分さえよければ｣などの意見も出ました｡疑問に対して納得のい-まで勉強会も開きました｡PR月も終わり十月からは本格的な分別収集に入りました｡

北風の吹-冬の早朝'あた

りはうす哨- ､午前六時半から二人の組長が一つ一つチェック｡分別されてないものはその場で持帰りをお願いしました｡言いに-い事も今後のことを考え統一した方針に､あえて心を鬼にしてき然とした態度でのぞみました｡

｢うちばかり､なぜいじ悪
するのか｣との抗議もありましたが三カ月目からは町民の意識もようや-浸透し始め乎

成七年1月からは'ほほ守られるようになりました｡収集作業所から｢ずい分よ-なった｣との連絡もありました｡

家庭のちょっとした心掛け

と実践によって大きな成果が現われ'美化意識も向上しました｡

これからもルールをよ-守

り､住みよい'きれいな鹿間のまちづ-りをめざしたいと思いますo

環境リーダー養成講座

に出席して

婦人会

婦人会から'今年度の環境

リーダー壬成講座に出席して改めて'みんなで心を合わせて環境を良-するということの大切さを感じました｡

｢自分一人位なら､たいし

て汚れることはない｣と｢つい川を汚したり｣　｢ごみを分別しないで出したり｣を皆がしたら大変なことになります｡

小山田地区を少しでもきれ

いな町にするには隣り近所の人達と相談し合い'知恵も出し合って工夫することも良いと思います｡

私は不用品なども交換した

り'譲って旧いたりして何でも使わせていただいています｡

坂井うた　子子ども自転車や'おもちゃ

などもお願いしています｡

又'綿のシャツなどは､左

官屋さんにウェスとして'タイルふきに使ってもらっています｡

買い物は自分で作った布袋
を使ってポリ袋はもらわないようにし､-レイや牛乳パックは必ず店頭の回収箱へ持って行-よう心かけています｡

そしてもちろん､生ごみは

畑に穴を掘って埋め､燃えるものは､家で焼いております｡

毎日'毎日の生活の中で､

1人1人が小さい事でも気をつけて行きたいと思います｡



環境の向上めざす姿勢を/

呼びかけを忘れずに

山田町自治会長　宮　崎　庄　司
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環境庁は今年の五月をめど

に｢環境を守る行動計画｣を作成する方針だそうですが､大量生産'大量消費'大量廃棄という社会の流れに添うてどこ迄できるか､現在の生活様式を変えない限り難しい状況ですが､各自が認識を深め継続して実行することが大事かと考えますo

山田町では'ごみの収集'

犬の散歩について'毎回前日に町内放送をしていますo

当番としては'一組三名か

四名で'腕章をつけ､四カ所の集柿場の区分監視(年間延二〇〇回)を皆の協力のもとに行っています｡

年末年始のごみ収集のお知

らせも自治会独自で作成して回覧し'｢お互いに心掛け､いつもきれいにしましょう｣｢山田町を美し-しましょう｣と

(

呼びかけています｡

残念なのは'町外からの持

ち込み　(当番時間終了後)　です｡

次に四日市市のごみ処理費

1人当たりの年間絶賛は八千円強と予想もつかない巨額です｡ごみの有料化は全国的な流れですか､消費者がごみの有料に慣れてしまうのも恐ろしいと感じます｡

又､分別にしても正確には

ガラスのように色ごとに分けなければ再生が難しいものがあるように､完全分別を義務付ける環境教育の必要性が生じると考えますo

ごみの減量'リサイクル'

(リサイクル商品を促進して使用)　が必要であり'これからは行政の役割が大き-なるでしょうが､製造'流通業者'消費者かそれぞれの役割を自覚して'これからの課題に総合的に取り組む必要があると思います｡

家庭雑排水に

日を向けよう

我が家で心掛けている｢ご

みの減量｣といっても､ささやかなことばかりですが--

内山町自治会長

環境問題が言われるといつ

も'ゴミが話題になりますo
生活が向上して排出される

ゴミの処分に行政も大きな予算と広大な処分場へ　そして多-の人達か此の処分にかかわっていますか､同様に排出されるのに何とな-処分されている1般家庭雑排水はどうなのか7

自然の流れのままに河川へ

流れて直接生活の邪魔にならないので'大事な事とは知りつつ'そのままにしている感があります｡

小河川の汚れはひどく､も
はや河川と呼べるかどうか｡

一部では下水道も出来てい
るが郊外のたれ流しはひどいものです｡又'集蒲排水の動きもあるが'高故補助の割には進んでいない現状ですoここらで家庭雑排水の問題を取り上げて､行政も地域も改善に取り組む必要があると思います｡

矢　田　　哲近年､性能の良い浄化槽も

できて'その気になれば改善されるのではないでしょうかo

企業等の汚水には声高にな
るのに自分達の事は､個人の問題にもなるからか'当たらずさわらず､さけて行こうと言う姿勢もあり'又､金のかかる事でもあって､なかなか取り組みに-い部分でもありますが'今一度､目を下に向けて排水路の見直しをする時期だと感じています｡

先ず､牛乳パ

ックや-レイは'きれいに洗ってスーパーに置いてある再生用資源回収ボックスに必ず持っていっていますo

それと､買い

物の際､過剰な包装は出来るだけ断わるようにしています｡

ごみの減量

わが家では
心掛けて残飯を出さないように､また､冷蔵庫の中の物を腐らせたりすることのないよ

う使い切るようにして生ごみの

美山田町　平　尾　幸

また､生ごみ

以外の物は自宅で焼却Lt

そ

の灰は畑に埋めています｡

それから'人数分の調理を

コンボス-で

たい肥づ-り

西山町　伊　藤　葉　子

我家では'一年程前から'

コンポス-を畑に置きました｡生ゴミをその中に入れると土中のバクテリアにより発酵し､肥料になるというものです｡

購入に際しては市から補助

も出ます｡

増える一方のゴミに対して

｢自分の回りで簡単にできる所から｣が長続きの秘訣かと

思い始めました｡

入れる物は肉魚など動
物性たんば-質は匂いなどの面からさけ'野菜-ずなどにした方か良いと思います｡

量を極力抑えるよう努めています｡

又､山田町で

は環境委員の方か'収集日の前日にごみの出し方を-わし-放送して-れますので､″あーあしたは再生ごみの日だ〟と準備

でき'朝になってあわてることがな-助かっています｡

うじがわ-という話をよ-

聞きますか､入れた後に土をか､ふせてお-と良いようです｡

近ごろでは薬などを使って

さらに､うじ防止の方法も広

められているようです｡

忙しいとついゴミ箱へポイ

ということになりがちですが､深刻なゴミ問題を考え､面倒がらずに続けたいと思います｡



まつり博パレード参加
小山田鼓笛隊　矢　田　京美

去年の変は猛暑で'いつもより

練習が大変な中､暑さに負けずに
1生懸命がんばっている子どもた

ちにとてもうれし-思いました｡

夏休みには'毎年参加している

凹日市まつりの他に'まつり悼パレードに参加することができ'｢オブラティオブラグ｣　｢負けないて｣を演奏しました｡音楽にあわせて'ピエロのお兄さんやお姉さんが楽しそうに踊って-れ､た-さんの人に聞いていただき､うま-演奏できて感激しました｡

鼓笛隊は､いつからでも入隊で

きますが､演奏活動だけでな-クリスマス会や合宿などの行事もあり､そして何よりも'楽器演奏の楽しさを身体で感じることができ､とても素晴らしいと思います｡

~き-- I_-蕊

交通安全勉強会
交通安全協会小山田支部　豊　住　　満

安全協会小山田支部では､各町ごとに交通安全について四日

市南警察署から講師を招き､勉強会を約2時間行いました｡

交通事故防止のために皆で努力したいと思います｡

毎月第二木曜日に市民センターにおいて'地域

の皆さんや､青山里全職員で'安心して考える町づくりを目ぎして福祉の問題'日頃気になる地域の話題など'ワイワイ話し合う会､小山田学校が開催されますo　これはその第五十l回目'十二月という事もあり忘年会のスナップです｡

さて何の話しに花が咲いているのでしょう?

あれーれ■■『

｢小山田学模｣忘年会

青山里会　田　中　明生

獅　子　舞
鹿間町　山　家　多喜男

豊作や家内安全を祈る獅子舞が､このほど鹿間町集孫

センターで披露されました｡

笛や太鼓に合わせてい勢よく舞い､大盛況でした｡

インディアカ頑韻る

イン亨アカクラブ　平尾　孝見

二月十二日､緑地サブ体
育館竣工式のインディアカ記念大会で小山田チームがブロック優勝しました｡

インディアカは長さ二十

センチの羽根が四枚ついたバッドを手のひらで打ち合う手軽なスポーツです｡

トウモロコシの葉を束ね

て打ち合う南米等の遊びがドイツで改良され普及しました｡

ルールは'ほほバレーボー

ルと同じでバドミン-ンのダブルスコー-を使用し'別人または六人制で行われます〇
二十代から五十代まで､フ

ァ-リー的な雰囲気の中'和気あいあいと練習しています｡

体力作りに1度のぞいてみ

ませんか｡毎日曜'夜七時半から小学校体育館で練習しています｡
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戦後'切十九年の乎かな河田が流れ'わが

国は福祉固家として鬼息し鼓した.

想いRIこせば'終戦前の五十食年間は'日

清戦争'日露戦争'シベリア出兵､田中戦争､そして太平洋戦争等によって､簸費の人命が久われ､揚っきよした.六名町ーニおいては六十令名を戦場に送り､そのうち十二名は坤らぬ人ヒなりよした.嫁yJかた者は､炎鬼の争い窮えの回息らしに耐えて'ふ妹や古墳鼓でも開墾し､食確増産に励み鼓したo

今日の平和と繁求の尊い礎になられたオ々

由盟に恵まれた故郷をいつまでもお経り-〟1)-,..･tIして老人に托したいo　世界平かをたいせつに'由盟をたいせつにo友ヒ沖よくりの与をたいせつにしてくだY)いo

ご正志参り
鹿間町　原　田　良一

Lよつき

鹿間町恒例の｢ご正忌参り｣が12月27日

夜､海善寺でおごそかに行われました｡

昔からの行事で親駕聖人の通夜として説

教と共に続けられているもので､町民約100

人が参詣しました｡
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ささやかな義務として

平和の碑建立
六名町自治会長　中野　良昭

乎或六年八月十五日

六名町の町民1同が､今｢平

和の碑｣を建立しようと思い立った理由は二つあります0
1つは｢大変でございまし

た｡安らかに故郷をお見守り-ださい｣と戦没諸芸に申したいからです｡

戟後五十年'格段に紙皿った

住みよい故郷を'叶うものなら一目見て喜んでほしいとい

う切なる心情からでありますo

戦争を知らない世代へ'戟

争の招いたさまざまの教訓を身近な資料に基づいて'ありのまま伝えようと考えたのか'もう一つの理由でありますo

｢平和の碑｣　の石の下に記

蝕納入箱を設けて戦没者勲功の記録を残すことにLt　従軍された各人の労功の記錨も残します｡

次世代の若人に自然の恵ま
れた好環境の保持､平和で協力的な素朴な心持ち'人情を持続'発舷させるために労を憎まないことこそ､戦没者各位を哀悼する六名町比のささやかな義務だと信じています｡

川床に大きな切株

山田町　矢　田　信　夫

山田町は鎌谷川と足見川に
挟まれた丘陵地に在り'この二つの川の恩恵で昔から米作りが盛んでした｡

この写真は鎌谷川に直径約

一･五メ1-ル　(黒松の巨木と思います)　の切株が今も残

っているものです｡

場所は向山橋と土橋との間

で土橋の上流約100メー-ルの所､川床は一面の岩で株の中心は腐蝕して岩が入っていますが､樹皮と幹の一部が寵炭になる一歩手前で残り､あたかも土俵場のようです｡

切株は水路に大形が二個と

南堤寄りの草むらに一回り小さい直径約一メ1-ルのが二個あり､形の崩れたのも含めて調査すれば外に数個は有ります｡

残念ですか山田町には'史

実も由緒も不明の事物が多いので'鎌谷川以外のことでもご存じの方はぜひお教え下さt U
.∨

久開田神社

を美しく

鹿間町自治会長

市川　正　徳

聴聞町自主防災隊(萩伸元
隊長･隊員32名)は､鹿間町にある久間田神社の参道などの清掃をしました｡

全隊員は制服姿で竹ぼうき

やきらいで境内を美し-しました｡台風26号の被害を受けて折れた松の大木などは初詣のドンド焼用に積み上げ'新年を迎える準備をしました｡また町内の　｢防火水槽｣　の点検も実施'一年を締め--りました｡



水墨画　橋本　範子
季節の花々や野菜をモデルに､蒜を一色の濃淡で

描きます｡

筆の動かし方もままならずむずかしいなと思い
ますか｢上手に描くよりも楽しんで描こう｣と気

持ちを決めて､練習していますo

文化祭には先生に作品を裏打ちしていただき､
'i'flに入れると､何だかとても良い絵に見え､とっ

て-も嬉しくなりましたo

ノ~h一一一

新舞踊みどり会　平尾みね子
思い起こすと福堀さんの｢先生にお願いするか

ら｣の一言から始まって､毎週一回センターで練

習を重ね今にいたっています0

時にはボランティアで老人ホームで踊ったり､

文化会館での発表会にも出場して､楽しい日々を

過ごさせてもらっています｡

練習日は頭を切り替えて､皆生き生きとし､体
力と気力が続く　うちはと頑張っています｡

大正琴　今村すみへ

l　　　　大正琴は発祥の地の碑が､名J;屋の大きf'胤fT]J･の境内にあり

ますか､大正元年9月9日に売り出されました｡

l　浩三誓苦琵琶:､空軍三言話芸芝詫言C,ボケ防lL
'　のために役だっていますo又美しい音色は心Fll.,_カーにし､感

I　動芸芸宝芸,'誌芙三二ぉさらい会､中京大会と発表の場も

也 J　　あります｡

茶　道　　青木　としゑ

お茶と言いますと､誰もがちょっとかまえてしま

って遠慮がちになります｡

私も全く心得が無く､外でお茶をTi'iく機会が有っ

ても､とまどったりしていましたが､友達に誘われ

て､遊びのつもりで入れてJ如-たところ､とても楽

しく､おいしいお茶を損けるようになりました｡

友達も沢山できて､練習日を楽しみにしています｡

体をときほぐし､身体の　｢自然治癒力を強める体操です｡

続けてい

ると'とても調子良-､身体が軽-なって健康そのものです｡

菊花に心を添えて

園　芸　矢田　信夫

小山田老人会のサークル活動の1つです.会員の丹精が美しい菊花となって'地区文化祭

にも展示し､好評を受けています｡

又'小山田病院には､温泉まつりと患者さんの

慰問を兼ねて展示して大変喜ばれ'中でも小菊の花垣には見物者が集まり'育て方の質問にも応じて､日頃の成果が認められております｡

柔かく･若-･健康な身体

健康体操　行方寿々代

t･･′Iれ

健康体操とは､生命の貯蓄体操ともいわれ｢要

lrl･)r.;i

の体操｣と｢自彊術｣からなります｡

心身の安定と全身のバランス調整をし､呼吸
法と共に力を抜き､体重や反動を利用して､身
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みんな集まれ

テニス

磯部　治　子
市民センターでの講習

会をきっかけに､サークルとしての活動が二年目になりましたo

練習日は'第!'琴1.

第三土曜日の午前中です｡

講師の指導により'初
心者の方や､経験者の方も姓本練習を中心に試合形式へと'練習を進めています｡

又'子供のことや'学

校のこと'地域のことなど'情報交換の場ともなっています｡

心のゆとりを
書　道　伊藤　江美

いくつかの矧二ふつかり､なかなか思うようには書

けませんが､皆で筆の使い方､字の線質､那遠の変化､

空間といろい､ろ話Lか､ながら､一枚一枚練習してゆ

-　~~七.J
とです｡

1

書芸等連展､養神展
に出品し､他の方

の作品と比べて反

省することの多い
こと､でも努力か

大事です｡

硬筆､かな､漢

字何でも好きなも
のが錬IIE空Iできますo

A.■ri卜

心身ともにリフレッシュ

新舞踊桜珠会　矢田　照子
ささ菊会所属､桜珠会は毎週火眼目､午後7時半か

ら伊藤美/ilrll先生の指,lqのもとに稽古~していますo

夕食後の一朝を音楽に合わせて､楽しく身体を動か

して心身ともにり7レ､ノシュし､君.:返っていますo

地区の行事や､三重まつり博にも出場しました｡
｢一生青春､一生勉強｣の'気持ちで､楽Lい毎日を過

こせるよう､頑張りたいと思います｡

おばあちゃんのセーターは暖かいね

手編み　田　中　信子

--_ - i--I-,ilfii--妻-ag!

第2㌧第4木曜日の午前中に12､ 3人が､杉崎先生に指

導して頂いています｡

新しい毛糸だけでなく､押入れの中に眠っている古いセ
ーターなどを取り出して､編み宿し､新しく生き返えらせ

たりしています｡

手編みは時間がかかりますか､軽く､そして何より暖か

く､家族も大喜びです｡

地区文化矧二も､早くから何を出そうか色々考えて､素　←

敵な作品を出品しています｡

生涯学習の一環として､

渡辺成子先生を講師に､月に二回第一､第三土曜日に習っています｡

人形を作る楽しさを味わ

い､和気あいあいと日頃の雑事も忘れて'とても楽しいサ～クルです.

こつこつと出来上ってい

-人形を眺めながら､今ヨ1日の幸せを感じていますo

作品は結婚や出産のお祝

いにさし上けたりして'喜んでいただいています｡

季節を楽しんで

木目込み人形　長田　昭子
r.′　　　　,一.

(

どんな人形ができるのでしょう

生　花

辻　　弘　子

季節の花'色とりどり

の美しい花'良い香り′皆さんも生けてみませんかo

生花を数えて頂いてか

らは色々な町の花を自分なりの気持ちをこめて､華やかに'又そっと奥ゆかし-清楚に､と楽しんでいますC

庭に花の無い時期でも'

お稽古の花を生けると部屋の中か-んと明るく美し-なりますo
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二･･一人音･,!:>

盆栽はわが子と同じ

内山町　矢　田　徳男さん

約千六百鉢位はあるという

盆栽に囲まれて､内山町の矢田徳男さん(七十一歳)に話していただきました｡

毎年､地区の文化祭にも
盆栽会の代表として'それは見事な松などを出品して､皆の目を楽しませてもらっています｡

矢田さんが盆栽に魅せられ
るようになったのは'戦後間もな- ､やはり内山町の矢田

文芸らん

地区の人口　5ー884人

(平成7年1月1日現在)

長一さんから手ほどきを受けたのか始まりだそうです｡鈴鹿'愛知､岐阜の山々を回っては､松や杉などの小さい苗木を採取してきて'何年もかかって育てました｡

昭和三十二年に三重県

の北勢盆栽会を作って葺伝したことや'折からの盆栽ブームの波に乗って'

浄土真宗に深-帰依し､称
名念仏の声'常に村中にひひき続-中村同行衆には､言い伝えられる､このような恐しい行為はなかったものと信じますか､六名町の束の方に　｢嫁おとし｣と言い伝､そられている所

ります｡

TIT

旭を,午-eせれば深い谷間に

転落する'危険きわまりない

言い怯え

嫁おとし

逮-から観光バスを仕立てて､買いに来るなど'売れに売れた時代もありました｡

夏には枯らさないように､

1日何回もの水やりなど'手間のかかる気の長い仕事ですが､本来､その木が持っている流れを生かしながら'より以上に美し-育てること､丹棺をこめる程見事な自然の美が1番の魅力です.

又､盆栽を通して得た多-

の人との交流も大きな財産だとのことですo

毎日にらみ合っている若嫁

と姑があったなら'通行して

●約束を果たす椿の落ちぬ間に●仏壇を磨-幻影おいながら

山田町　矢田　照子

●憎しみを捨てた数たけ愛拾う●犬と居るとても素直になる時間

山田町　矢田はるみ

●子が探す捨てたと言えぬ宝物●しきた-を守って咲かす餅の花

山田町　矢田まさ子

●還暦の親爺は派手に若返り●電話から元気な顔が見えて-る

鹿間町　酒井　三春

がありますC

東側は大木が林立し､

昼間でも薄暗-奥深い山林D西側は深い絶壁の谷間の中に'細い曲った急勾配の坂道があ

六名町　田中弘治郎

いるうちには､姑が若枝を谷

間につき落としたことがあったやもしれません｡

万が一そのようなこと

があったならば､谷底で許しむ若嫁に深い思いやりの情かおきます｡

･節水を呼びかけられて庭木枯れ●立ち話釣瓶落としの陽を受けて

鹿間町　酒井　三春

小山田軽費老人ホーム俳句同好会･晩鐘の長さ余韻や銀杏散る　　　志せい●山茶花の下で我待つ猫の声　　　たなか

)

●目覚むれば娘の家な-しお正月　しのだ･も-も-と雲湧き出づる里の秋　吉　岡●今年又明けそめる空命のぶ　　　ちい二

T.,I

･やがて逝-日も遠からじ傘の春　麦　秋

町名 ��)���B�人口 剌` 
男 傚r�

山田町 涛cr�908 ���#���2,119 

(内老人ホーム) 茶Cs鋳�(134) 茶3c"��(4～)6) 

鹿間町 �#c��449 鼎s��928 

西山町 ��コ�323 �3S��673 

小山町 ��S��299 �3�B�603 

堂ケ山町 �����239 �#S��489 

和無田町 ���2�206 ��湯�405 

内山町 鉄R�99 �����208 

六名町 鼎��97 涛��187 

美里町 鼎R�138 ��3B�272 

計 ��ﾃ�32�2,758 �2ﾃ�#b�5,884 

農道ですが､この坂道を通らないと上の山の畑へ行-ことができませんo

現地は三十年程前に一

部土砂の採取があり､昔の暗いおもかけはありませんQ

●愚痴きいて-れる人なさ

吾が膝にのど鳴らしゐる

猫のぬ-もり

･背後よ-朝の挨拶掛け-るる

ジョギングのシャツの

横文字躍る

鹿間町　酒井一二春

(

LgE)套垂匿
今号は環境問題を中心に編

集しました｡

た-さんの原稿と写真を寄

せて頂きありがとうございました｡

号を重ねることに益々充実

した内容で､広報部のみなさんのご協力のたまものと感謝しています｡

地域の交流の場として今後

の発展を期待しています｡

文化広報部長　矢田　暫


